
５ 外国人人口 
 
－外国人人口 18,972 人、増加率 12.6％－ 

 本市の外国人人口は、18,972 人で前回調査と比べて 2,125 人（12.6％）増加し、総人口に占め

る割合は 0.1 ポイント上昇し、1.4％となりました。これは全国（1.2％）に比べ 0.2 ポイント高

くなっています。男女別では、男性が 8,849 人、女性が 10,123 人で女性が男性に比べ 1,274 人多

く、性比は 87.4 と本市全体（107.4）を 20.0 ポイント下回っています。 

 男女別に人口増加をみると、男性が 776 人（9.6％）の減少、女性が 1,349 人（15.4％）の増加

となっています。 

 外国人人口の推移をみると、昭和 55 年までは、８千人台でほぼ横ばいに推移していましたが、

平成 2年に 32.4％、7年に 32.3％の増加と大幅な伸びを示し、12 年には男性が 4.2％減少したも

のの女性が 15.5％増加したため、全体でも 5.1％増加となりましたが、増加幅は縮小しました。

今回の調査では再び上昇して 12.6％の増加となりました。 

 本市の外国人人口を国籍別で多い順にみると、前回調査と比べ減少しているものの韓国・朝鮮

が 7,114 人と最も多く、次いで中国 4,455 人、フィリピン 2,055 人、アメリカ 556 人となってお

り、その他は 4,792 人となっています。 

 前回調査と比べると、中国が 1,185 人（36.2％）と大幅に増加し、フィリピンが 244 人（13.5％）

増、アメリカが 85 人（18.0％）増となりました。また、韓国・朝鮮、中国、アメリカ、フィリピ

ン以外のその他も 1,412 人（41.8％）と大幅に増加し、多国籍化が進行しているように見受けら

れます。反対に、韓国・朝鮮が 610 人（7.9％）の減少となりました。（表 23・24・図 11） 

 

表 23  外 国 人 人 口 の 推 移          図 11  外 国 人 人 口 の 推 移 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

昭和60年 平成2年 7年 12年 17年

(千人)

△ 10

△ 5

 0

 5

 10

 15

 20

 25

 30

 35

 40

(％)

韓国、朝鮮

中  国

アメリカ

その他

増加率

年 次 別

区    別 総     数 男 女

昭和55年  8 532     4 426     4 106      107.8  0.8

60年  9 147     4 689     4 458      105.2  0.8

平成　2年  12 113    6 351     5 762      110.2  1.0

7年  16 022    8 427     7 595      111.0  1.3

12年  16 847    8 073     8 774      92.0  1.3

平成17年  18 972   8 849    10 123    87.4  1.4

川  崎  区  6 837     3 020     3 817      79.1  3.4

幸       区  2 257     1 015     1 242      81.7  1.6

中  原  区  2 411     1 163     1 248      93.2  1.1

高  津  区  2 297     1 097     1 200      91.4  1.1

宮  前  区  1 852      943       909       103.7  0.9

多  摩  区  2 194     1 069     1 125      95.0  1.1

麻  生  区  1 124      542       582       93.1  0.7

（注）総数には無国籍及び国名不詳を含みます。
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－麻生区、多摩区の北部で増加率が大幅に上昇－ 

 区別に外国人人口をみると、川崎区が 6,837 人（全市の外国人人口に対する割合 36.0％）で最

も多く、次いで中原区 2,411 人（同 12.7％）、高津区 2,297 人（同 12.1％）、幸区 2,257 人（同

11.9％）、多摩区 2,194 人（同 11.6％）、宮前区 1,852 人（同 9.8％）の順となり、麻生区が 1,124

人（同 5.9％）で最も少なくなっています。前回調査と比べると、多摩区と宮前区の順位が入れ

替わりました。 

 前回調査からの増加率をみると、麻生区が 23.5％と最も高い伸び率で、次いで多摩区の 20.2％

と北部の２区で高い伸び率を示し、一方、宮前区は 0.8％減少しました。 

国籍別では中国が全ての区で増加しており、なかでも川崎区が 76.3％増、幸区が 52.6％増と大

幅に増加しました。アメリカも中原区（11.2％減）を除き、フィリピンも宮前区（18.3％減）を

除いて全ての区で増加しました。反対に韓国・朝鮮は、高津区（3.5％増）と麻生区（13.3％増）

を除く全ての区で減少となりました。（表 24） 

 

表 24  国 籍 別 外 国 人 人 口 

昭和55年  8 532  7 557   379   158 -   246
60年  9 147  7 528   486   263 -   700

平成　2年  12 113  7 705  1 399   432   621  1 956
7年  16 022  7 806  2 620   483  1 474  3 565
12年  16 847  7 724  3 270   471  1 811  3 380

平成17年  18 972  7 114  4 455   556  2 055  4 792
川 崎 区  6 837  3 679  1 132   45   584  1 397
幸 区  2 257   797   615   61   271   513
中 原 区  2 411   753   638   79   264   677
高 津 区  2 297   708   541   103   369   576
宮 前 区  1 852   438   505   99   183   627
多 摩 区  2 194   466   655   87   309   677
麻 生 区  1 124   273   369   82   75   325

全 市 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
川 崎 区 36.0 51.7 25.4 8.1 28.4 29.2
幸 区 11.9 11.2 13.8 11.0 13.2 10.7
中 原 区 12.7 10.6 14.3 14.2 12.8 14.1
高 津 区 12.1 10.0 12.1 18.5 18.0 12.0
宮 前 区 9.8 6.2 11.3 17.8 8.9 13.1
多 摩 区 11.6 6.6 14.7 15.6 15.0 14.1
麻 生 区 5.9 3.8 8.3 14.7 3.6 6.8

全 市 12.6 △ 7.9 36.2 18.0 13.5 41.8
川 崎 区 14.9 △ 5.9 76.3 21.6 21.7 69.1
幸 区 17.1 △ 13.4 52.6 117.9 6.7 72.1
中 原 区 1.5 △ 7.4 11.1 △ 11.2 11.4 9.4
高 津 区 15.3 3.5 31.0 3.0 25.1 19.5
宮 前 区 △ 0.8 △ 31.5 17.7 26.9 △ 18.3 29.5
多 摩 区 20.2 △ 9.9 26.9 14.5 15.3 60.0
麻 生 区 23.5 13.3 25.9 30.2 41.5 31.0

(注) 昭和55年・60年・平成7年・12年は総数に、 平成2年・17年はその他に、 国籍「不詳」を含みます。
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－外国人人口は 15 大都市中第 7位－ 

 15 大都市の外国人人口を比較すると、外国人人口の最も多いのは東京都区部の 198,949 人、次

いで大阪市の 99,783 人、横浜市の 50,722 人の順となっており、反対に最も少ないのは静岡市の

5,912 人となっています。本市は 18,972 人で 7番目となりました。 

前回調査からの増加率をみると、全ての大都市で増加しており（さいたま市と静岡市は前回調

査時、政令指定都市移行前のため不詳）、なかでも福岡市が 41.9％増、千葉市が 31.4％増、名古

屋市が 22.1％増と大幅に増加しており、本市は 12.6％で 6番目となりました。 

また、全国の増加率も 18.7％と大幅な増加となっており、全国の増加率を上回ったのは前述の

3 市のみとなっています。全ての大都市で増加傾向にあるものの、全国値と比較すると、大都市

以外にも外国人が増加しているようです。 

外国人人口の割合をみると、最も高いのは大阪市の 3.8％、次いで神戸市と京都市の 2.4％、東

京都区部の 2.3％、名古屋市の 2.1％、千葉市の 1.5％、次に本市と横浜市がともに 1.4％で 7 番

目となり、続いて福岡市の 1.2％、さいたま市、広島市、北九州市の 1.0％、静岡市の 0.8％、仙

台市の 0.6％、札幌市の 0.3％の順になっています。外国人人口の割合の最も高い大阪市と最も低

い札幌市とでは 3.5 ポイントの差が生じています。 

外国人人口の割合を前回調査と比べると、全ての都市で横ばい若しくは上昇となりました（さ

いたま市と静岡市は前回調査時、政令指定都市移行前のため不詳）。なお、全国の外国人人口の割

合は 1.2％で前回調査から 0.2 ポイント上昇しています。（表 25） 

 

表 25  1 5 大 都 市 別 外 国 人 人 口 

平成12年 平成17年 増加率(%) 平成12年 平成17年

全 国 1 310 545    1 555 505    18.7 1.0 1.2

札 幌 市  5 691          6 384         12.2 0.3 0.3

仙 台 市  6 416          6 556         2.2 0.6 0.6

さ い た ま 市 -  11 717        - - 1.0

千 葉 市  10 274         13 496        31.4 1.2 1.5

東 京都区部  173 615       198 949      14.6 2.1 2.3

川 崎 市  16 847        18 972       12.6 1.3 1.4

横 浜 市  45 322         50 722        11.9 1.3 1.4

静 岡 市 -  5 912         - - 0.8

名 古 屋 市  38 399         46 889        22.1 1.8 2.1

京 都 市  34 737         35 795        3.0 2.4 2.4

大 阪 市  96 691         99 783        3.2 3.7 3.8

神 戸 市  35 597         36 598        2.8 2.4 2.4

広 島 市  11 198         11 797        5.3 1.0 1.0

北 九 州 市  8 551          9 768         14.2 0.8 1.0

福 岡 市  11 596         16 449        41.9 0.9 1.2

 都   市   別
外国人人口 外国人人口の割合(%)

 

  


